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「業務点検の概要」
平成27年5月14日

１．経営全般の状況

（１）道路関係四公団合計で約４０兆円に上る有利子負債を確実に返済

①債務の確実な返済
◆本四高速道路の債務残高は、H25年度末で、1兆3,596億円となっている。
◆利用促進と経営効率化に取り組むことにより、H25年度までに、計画より302億円多い4,026億円の賃借料を支払い。

②交通量の増加
◆H26年度の年間交通量は、4千万台を突破し過去最高を更新。 ［H26年度出口交通量 4,032万7千台/年（対前年+0.8%）］

（２）グループ協働体制の構築

①グループ経営の確立
◆子会社を設置して協働体制を構築し、グループ
として効率的に事業を運営。

②グループ経営による業務執行の最適化
◆グループ会社との契約も入札監視委員会で審査
するとともに、当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに契約状況を公表。

（３）民営化以降も更なる管理費の縮減を実施

①民営化前の縮減
◆1.3兆円の債務切り離し時（H15）に、H11年度比で
約15%管理コストを削減。また、民営化時（H17）
に、H14年度比で約3割の管理コストを削減。

②民営化以降の縮減
◆H22年度末協定変更にて管理コストを約4.4%削減。
更に全国路線網に編入されたH25年度末協定変更
にて、H26年度以降の管理コストを年間当たり約2億
円削減。

（６）本州四国連絡高速道路の整備効果

（４）関連事業の取組

◆本四間の自動車交通量は、約３．２倍に増加 （全国は約１．４倍）

①ＳＡ・ＰＡ品揃え、メニュー： ◆「お客様の声」を反映し、レストラン等での品揃え、メニューを充実。
②ＳＡ・ＰＡトイレのサービス向上： ◆女子トイレのパウダーコーナー設置、洋式化、多機能ブースの整備等を実施。
③企画割引の実施： ◆企画割引の制度を活用し、本四独自の様々な割引を実施。

＜参考＞
全国の自動車交通量
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←本四独自の割引を実施

○旅行会社と協力した割引
「本四２橋めぐり割引クーポン」

○地元と連携した観光促進
「しまなみサイクリングフリー」
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（５）利用者の声の反映状況

◆高速道路事業と密接に関連したＳＡ・ＰＡ事業や直
轄道路の管理の受託等を実施。この他に、鉄道管
理の受託や自治体等への技術支援業務を実施。
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２．高速道路事業の取組

３．利用促進の取組

４．更なる経営基盤の強化

（１）安全安心への取組 （２）長大橋の長寿命化に向けた取組

（２）長大橋技術の活用

（１）新たな事業運営に向けて 行動計画2015-2016

①点検の強化

◆H26.4道路法施行規則改正に基づき、構造物の点検を

強化。

②大規模修繕

◆陸上部道路の構造物について、H27年度から大規模修

繕事業を開始。

③大型車管理の適正化

◆H27年度より車限取締隊の整備等を行い、取り締まりを

強化。これに加え、車重計の改良、軸重計の増設、効果

的な措置命令・告発等に取り組む。

④逆走防止対策の強化

◆標識、路面標示、ラバーポール等で逆走防止対策を強化。

⑤耐震補強工事の推進

◆S54年以前の基準を適用した橋梁について、補強完了。

引き続き海峡部IC間を優先に、大規模地震発生時の本州・

四国間交通確保に向け、更なる耐震補強を実施中。

⑥防災の取組

◆事業継続計画（ＢＣＰ）を策定し、関係機関と連携した防災

訓練等を行い、計画を充実。

◆国、自治体、陸上自衛隊等と防災

協定を締結。

◆ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで気象予測情報をお客様

に提供。

①海峡部長大橋の維持管理方針
◆劣化が進む前に補修する「予防保全」を基本とすること
により、橋の健全性を一定水準に確保し、200年以上の
利用を目指す

②アセットマネジメントの導入
◆アセットマネジメントの考えを導入、「予防保全」をPDCA
サイクルで着実に実践し、ライフサイクルコストを最小化。

③技術開発の取組
◆防食や点検に関する技術開発計画を策定し、関係部署
が一体となって技術開発を推進。

①利用促進の取組
◆全社を挙げて利用促進に取り組む体制を構築。「環瀬戸内海地域交流促進協議会」とも連携して取り組みを実施。
◆関係自治体と連携したイベントの実施、観光情報等の発信、ＳＡ・ＰＡ施設の充実等により、利用促進策を推進。

明石海峡大橋 ブリッジワールド

［H26実績は、開催300回、
10,202名が参加］

・平成20年10月に瀬戸内地域全体としての文化

芸術面の魅力発信の支援を目的として、「瀬戸
内美術館ネットワーク」を発足

［6施設でスタートし、現在58施設に拡大］
［共通割引券H26利用実績は延べ約16,300枚］

②ＳＡ・ＰＡ混雑対策
◆ＧＷ、お盆、年末年始等の混雑期に、誘導員配置等によりスムーズな誘導を充実。

◆国内外の長大橋建設・維持管理への技術支援、専門家派遣、他
組織との技術情報の交換などを通じて、各機関の業務を支援。 海外技術協力の実績(民営化以降)

◆2014年10月にとりまとめた「新たな事業運営に向けて」
を具体に推進するための行動計画をとりまとめ。

◆上記行動計画では、「信頼と挑戦」を今後の事業運営の基本
方針とし、お客様に信頼していただくための取組及び200年
以上の長期に渡る橋の利用などに果敢に挑む取組を推進。

瀬戸内しまのわ2014 瀬戸内
しまなみ海道・国際サイクリング大会

［海外525名を含む約7,300名が参加］

来島海峡大橋

今後の事業運営の基本方針

10年後調査結果

（明石海峡大橋）

ケーブルに腐食はみ
られず、システムが確
実に防食していること
を確認

ケーブル素線の
破断事例

（海外の橋梁）

［参考］

「恋人の聖地モニュメント」設置
（淡路ＳＡ）

小さな名所「桜並木」
（淡路ＳＡ）

H27.1.16 陸上自衛隊中部方面隊との
防災連携協定締結式
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